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・  展示会場の施設条件（特に重要な点は温湿度と照明である )
・  個 の々対象作品が輸送に耐えるかどうか
・  マッティング、額装、グレージング、梱包、輸送箱、輸送方法などに関する配慮
・  ク リーエの義務
・  貸出料や貸出作品の写真提供に関する慣習、国際的な貸出に付随する諸問題
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■11　参考図
図に示したのは、水害防止のため、マットに入れた作品をグレージング材と裏板の間に挟んで密封する基
本的な方法である。防水フィルムなしで使うことも可能で、その場合には、水害の心配のない輸送や額装
無しの作品を取り扱う際の安全な独立パッケージになる。パッケージの密封に使うテープは、「貼り合せ
式」にすることに注意されたい。つまり、まず幅の広いテープの中央部に沿って幅の狭いテープを接着面同
士貼り合わせ、それからパッケージの側面をテーピングするのである（角部分の拡大図を参照）。こうすれ
ば、マットの端に粘着剤をつけることなくグレージング材と裏板に接着させることができる。
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■12　免責事項
この『紙本作品貸出のためのガイドライン』（以下『ガイドライン』）は、アメリカ版画評議会（以下 PCA）のメンバーであ
る、美術館に勤務する専門家の委員会によって制作された。意図した目的は、紙本作品の展示や貸出しにまつわる
「最も優れた方法」の要点を記すことによって、ガイドラインを提供することである。『ガイドライン』が美術館や図書館、
個人コレクションを管理する者たちの役に立つのは、一般的な情報を得るという目的のためのみであり、いかなる形で
あれそれに依拠したり、自身の判断に則ったやり方に代えてはならない。この『ガイドライン』やそこに記されたあらゆる情
報を利用、参照する者はすべて、ガイドラインについての自身の判断や理解に責任を負う。ある者の事情や目的、使用
にガイドラインが適用しうるか、あるいは適切であるかということについては、PCAは明示的にであれ黙示的にであれ、い
かなる表明あるいは保証をしない。
別の記述のない限り、『ガイドライン』に記された情報や見解は、記された時期、あるいは時期が記されていない場合
は準備された時期の作業法や業界標準に則っており、未来のいかなる時点のものでもない。かかる慣例や標準は絶
えず進化発展を遂げており、それゆえ『ガイドライン』やそこに含まれる情報および見解は、予告なく変更しうる。後に活
用可能となった情報や、執筆や準備機関の後に現行の作業法や業界標準に加えられた有用な変化を反映するた
め、あるいは誰であろうがその人物の特有の事情や目的、使用法の説明をするために、PCAは『ガイドライン』やそこに
記された情報もしくは見解について、改訂もしくは別の方法による変更を加える義務を一切有しない。
PCAはPCAのメンバーか否かは問わずあらゆる人物に対し、たとえ予見可能なものであったとしても、『ガイドライン』
に含まれる情報を使用もしくは参照したことによって、あるいはそれに関することによって引き起こされた、接触、不法行為
（過失を含む）、法定上の義務違反その他による、損失もしくは損傷について、法的責任を負わない。特にPCAは以
下のことについて法的責任を負わない。（ i）『ガイドライン』やそこに記された情報、あるいは見解を、何らかの形で使用、
参照、依拠したことに基づくと推定されるにせよ、しないにせよ、あらゆる美術作品に対するあらゆる損傷、あらゆる美術
作品のために被ったあらゆる経費や支出、あらゆる相手との係争によって証したあらゆる請求、経費、法的責任。（ ii）
事業や収入、利益のあらゆる損失。（ iii）事業機会や友好、評判のあらゆる損失。（ iv）あらゆる間接的な損害や価値
の低減、あらゆる種類の損害や費用。
ウェブサイトへのアクセスについて
本書のデータは電子版によって提供される。このメディアによって送られる資料は、電子信号を通じた伝達の過程で
変化が加わる可能性のあることに留意されたい。それゆえ配信された電子版と原本との間のあらゆる違いについて、
PCAは責任を負わない。
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初版訳者あとがき
学芸員として働いていれば、美術作品を貸す側の立場にたつ場合であれ、借りる側の立場にたつ場
合であれ、梱包、輸送、ク リーエ、環境管理、保険などの問題は、日々切実に関わってくる問題です。本書
は、こうした問題を実践的な視点でとらえ、簡潔かつ要を得たかたちで業務の指針を示しています。ベテラ
ンの学芸員にとっては、現実のやっかいな問題にあたったときにしばしば判断のベ スーを提供してくれるで
しょうし、新米の学芸員にとっては、作品管理業務のポイントや考え方を手際よく示してくれているといえるで
しょう。本書は北米の美術館の状況・慣習を前提に書かれてはいますが、その基本的な内容は、ヨーロッ
パの美術館にも共通するものです。実際、今年 6月にオタワで開かれた版画素描学芸員国際諮問委員
会（IAC）のミー ティングで、本書は有用なマニュアルとして全会員館に推奨されています。一方で、わが国
における状況と比較するとどうでしょうか。本書に書かれた貸出手続き上の問題の多くは、作品の貸し借り
を伴う美術館に数年以上在籍した学芸員ならば、おおよそ経験的に理解している内容であるかもしれませ
ん。しかし、おそらく最も未発達の部分は、作品管理業務の随所で必要とされる、学芸スタッフと保存修復
スタッフとの緊密な連携であるように思われます（保存修復スタッフの不在、予算の不足、施設的な制約
など）。この点は、今後日本の美術館が解決していかなければならない大きな課題といえます。所蔵作品の
「保存」という目的と「鑑賞機会の提供」という目的の間にある避け難い対立関係は、光に対して弱い紙本
作品において特に先鋭に現われてきます。この問題は、おそらく観念的な議論によって一義的に解決され
得るようなものではなく、われわれ学芸員の日常的な業務の実践のなかで、そのつどリー ズナブルな妥協点
をさぐっていかなければならない性質のものでしょう。昨今、「社会のなかでの美術館の機瀧」「美術作品
の有効な活用」という考えのもとで、展示活動や作品の貸借を積極的に促進しようとする流れがあります。
このこと自体は、美術館に課せられた役割の一一面としてたいへん重要な事柄ですが、それを補完するも
のとして、長期的な視野にたった保存に対する明確な姿勢をもたなければ、バランスを失ってしまうことは明
らかです。美術館には、古文書館や歴史記念館と同様に、「文明の記憶の保管庫」としての根本的な使
命もあることを忘れてはならないと思います。序文のなかでも強調されているように、本書は「ガイドライン」で
あって、「ルール」ではありません。貸出に関する判断は当然、各所蔵機関が独自の権限と責任をもって行
なうべきものです。しかしながら、今日これほど多くの美術作品が国内・国外を問わず日常的に貸し借りさ
れている状況のなかで、美術館同士ができる限り互いに共通した考え方のベ スーをもつことは、不要なトラ
ブルを避け、相互の信頼関係を築いていく上で、きわめて重要なことと思われます。翻訳は、紙本作品担
当学芸員である越川が1章および5章以降を、紙本修復家である坂本が2～ 4章を担当し、相互に訳文
を検討・推敲しました。学芸員向けマニュアルであることを考慮して、科学的な専門用語は極力避け、美
術館業務で日常的に使われる用語を心がけたつもりですが、あまり類書のない内容であるため、思わぬ誤
訳や不備もあるかと思います。読者から忌琿のないご指摘をいただければ幸いです。最後に、このささやか
な翻訳の刊行を実現するにあたってさまざまなご支援、ご助言をいただいた関係各位に厚く御礼申し上げ
ます。
平成10年11月
越川倫明
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2015年版訳者あとがき
このガイドラインの初版原著は1995年に出版されました。わが国では1998年に越川倫明・坂本雅美
の両氏による翻訳が、国立西洋美術館から出版されています（アメリカ版画評議会編『紙本作品貸出の
ためのガイドライン』越川倫明／坂本雅美訳、国立西洋美術館、1998年）。今回改めて翻訳したこの改
訂版（2015年版）は、初版に大幅な加筆・訂正を加えたもので、原著英語版は2015年にインターネット
上で入手できるPDFの形で公開されました。
（http://www.printcouncil.org/study/publications/）
今回の改訳は、アメリカ版画評議会の現代表ジェイムズ・A・ガンツ氏からの提案によるものです。訳者
（渡辺）が2014年にワシントン・ナショナル・ギャラリー で開催された版画素描学芸員国際諮問委員会に
出席した折、ガンツ氏より2015年版の翻訳を持ちかけられ、越川・坂本両氏の承諾を得たうえで改訳に
取り掛かりました。改訳にあたっては加筆・訂正部のみに手を加えました。
初版が出版されてからこれまでの約 20年間に、ほかの分野と同様美術品をめぐる分野でも、用いる技
術に大きな変化がありました。紙本作品に関係する業務における特に重要な変化は、情報発信手段とし
てのインターネットの普及、グレージング等に用いる新素材の開発、そしてLED 照明でしょう。改訂版はこ
うした変化に対応した内容となっています。一方、おそらく初版に対する反響を取り入れた結果と思われま
すが、より貸出し作業の現実を重視している印象を受けます。
この20年で、美術館をめぐる状況も変化しました。すでに初版出版時にその傾向はありましたが、近年
ますます大規模な美術展が頻繁に開催されるようになり、そのたびに莫大な金額が動いています。多くの
国において、美術館は自ら予算を稼ぐ義務を負わされ、稼げない館は活動を縮小し、時には閉館へと追い
込まれる事態も生じています。美術作品が金を稼ぐ道具と成り果ててしまいかねない現在の状況におい
て、作品を保存し活用する原則を問い直すことは、これまでにも増して重要な意味をもっているでしょう。本
書は小さく地味な冊子ですが、美術館そして学芸員の仕事のあり方の、指針を示しているように思います。
改訳作業にあたり、関係各位にさまざまな形でお世話になりました。特に西川しずか氏には、初版テキス
トの入力や校正を手伝っていただきました。記して感謝いたします。
平成28年 4月
渡辺晋輔 （国立西洋美術館主任研究員）
